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本研究では、TEHDGA 含浸吸着材を対象に、代表的な模擬を用いて吸着性能評価及び分離挙動について

検討した。本試験の研究成果より TEHDGA 含浸吸着材を用いたカラム試験により MA(III)･Ln(III)と他の核

種の群分離の可能性が示された。また、良好な繰り返し吸着･溶離特性を有していることが示唆された。 
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1. 緒言 

使用済み MOX 燃料には、長半減期且つ発熱性核種である Am や Cm 等のマイナーアクチノイド（MA）

が多含するため、MA の分離変換技術の開発が行われている[1]。筆者らは高レベル放射性廃液（HLLW）

に含まれる MA(III)を高度に分離することを目的とし、Tetra-2-Ethylhexyl Di Glycolic Amide（TEHDGA）含

浸吸着材の抽出クロマトグラフィー法への適用を検討している。本研究では、自製した TEHDGA 含浸吸着

材の吸着特性、分離性能等について詳密に評価したので報告する。 

2. 実験方法 

TEHDGA 吸着材による MA(III)･Ln(III)共回収を目的としてカラム分離試験を行った。試験溶液は、Sr(II), 

Pd(II), Mo(VI), Zr(IV), La(III), Nd(III), Sm(III), Eu(III), Y(III) を各々1 mM 含む 3 M硝酸水溶液に調製した。カ

ラム分離試験は、TEHDGA 含浸吸着材を充填高 50 mm となるように圧密充填した 10 mm × h 100 mm のガ

ラスカラムに試験溶液、洗浄液（3 M HNO3）、溶離液（蒸留水）を順次通液し、カラム下端からの流出液

を 3 cm3毎に分画採取した。各フラクションの金属イオン濃度からクロマトグラムを作成した。 

3. 実験結果および考察 

Fig. 1に TEHDGA含浸吸着材カラムを用いた模擬HLLWの

分離クロマトグラムを示す。Fig. 1 より Pd(II)及び Mo(VI)は、

洗浄液の通液により緩慢な溶離ピークが確認された。Ln(III)

及び Sr(II)は、蒸留水の通液により急峻な溶離ピークが確認さ

れた。Zr(IV)は、蒸留水の通液によっても溶離されず、カラム

内に蓄積することが確認されたため、EDTA 等のキレート剤

を通液させることで溶離する必要があると考えられる。また、

本試験結果より製品中への Sr(II)及び Pd(II)の混入が示された

ため、MA/Ln 相互分離工程への影響が懸念される。本会では、TEHDGA 含浸吸着材の模擬核種の基礎的な

吸着・溶離挙動についての評価も行ったため報告する。 
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Fig. 1 Result of the column experiment using 

TEHDGA impregnated adsorbent packed column 

A : Dead volume, B : Feed solution,  
C : washing solution, D : Eluent 1(Distilled water) 
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